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N20a 前主系列星における彩層活動由来のHeI λ10830吸収線の初検出: 近赤外線高
分散分光器WINEREDによるTaurus星生成領域中の中質量星の観測
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われわれは、近赤外線高分散分光器「WINERED」(λ = 0.91–1.35µm; R = 28,000) を用いて、Taurus星生
成領域における 13 個の中質量星 (∼1.5–2.5太陽質量)の分光観測を行った。いずれも年齢が ∼1–10Myrの非常
に若い前主系列星であるが、このうち 9 天体は原始惑星系円盤を持つ天体で、得られたスペクトルには質量降着
やアウトフローを起源とするHe I λ10830 の輝線と吸収線のフィーチャーが検出された。残りの４天体は既に原
始惑星系円盤が失われていることが知られている天体であるが、それにもかかわらず全てでHeIの純粋な吸収の
フィーチャーが検出された。このフィーチャーは一般に、恒星の彩層活動に由来することが知られているが、こ
れまでの小質量星を主なターゲットとする前主系列星の観測では検出されてこなかった。本研究では観測された
中質量星全てでこのラインが検出されたことは、若い段階における中質量星特有の進化現象を示唆するのかもし
れない。このラインの励起メカニズムとして、紫外線や X線放射による photoionization-recombination と基底
状態からの電子衝突の主に２つが考えられている。前者が優勢に働く際に見られるX線光度とHeIのライン等価
幅との相関が観測天体に見られなかったことから、観測天体においては後者が優勢に働いていることが示唆され
た。また、彩層活動の兆候が見られた要因として、若い中質量星では回転速度が大きいことが考えられる。


